
 

 

２ 研究の実際 

(1) 人権教育を通じて育てたい資質・能力 

『人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ（平成 20年３月）』には、人権 

教育を通じて育てたい資質・能力が、以下のような３つの側面で示されています。(1) 

① 知識的側面 

この側面の資質・能力は、人権に関する知的理解に深く関わるものである。 

人権教育により身に付けるべき知識は、自他の人権を尊重したり人権問題を解決したりする上で、 

具体的に役立つ知識でもなければならない。例えば、自由、責任、正義、個人の尊厳、権利、義務 

などの諸概念についての知識、人権の歴史や現状についての知識、国内法や国際法等々に関する知識、

自他の人権を擁護し人権侵害を予防したり解決したりするために必要な実践的知識等が含まれるで

あろう。このように多面的、具体的かつ実践的であるところにその特徴がある。 

 

② 価値的・態度的側面 

この側面の資質・能力は、技能的側面の資質・能力と同様に、人権感覚に深く関わるものである。 

人権教育が育成を目指す価値や態度には、人間の尊厳の尊重、自他の人権の尊重、多様性に対する 

肯定的評価、責任感、正義や自由の実現のために活動しようとする意欲などが含まれる。人権に関す

る知識や人権擁護に必要な諸技能を人権実現のための実践行動に結びつけるためには、このような価

値や態度の育成が不可欠である。こうした価値や態度が育成されるとき、人権感覚が目覚めさせられ、

高めることにつながる。 

 

③ 技能的側面 

この側面の資質・能力は、価値的・態度的側面の資質・能力と同様に、人権感覚に深く関わるもの 

である。 

 人権の本質やその重要性を客観的な知識として知るだけでは、必ずしも人権擁護の実践に十分で 

あるとはいえない。人権に関わる事柄を認知的に捉えるだけではなく、その内容を直感的に感受し、

共感的に受けとめ、それを内面化することが求められる。そのような受容や内面化のためには、様々

な技能の助けが必要である。人権教育が育成を目指す技能には、コミュニケーション技能、合理的・

分析的に思考する技能や偏見や差別を見きわめる技能、その他相違を認めて受容できるための諸技能、

協力的・建設的に問題解決に取り組む技能、責任を負う技能などが含まれる。こうした諸技能が人権

感覚を鋭敏にする。 
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また、３つの側面に関する詳しい内容については、以下のように図示されています。(2) 
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